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サスペンション 12-3

項目 備考

フォークアッパ取り付け

フォークロア取り付け
- 。。―心
フォークトッフフ

クスル取り付け

フォークボトムア

、、ク剤を塗布する。
L: ,,、J

ノ

・プオー
クオイルを塗布する。

゜R ・・交換部品s; 槻定の順序で締め付ける（ホイール、タイヤの章を参照）

kgf-m 

2.0 

3.0 

2.3 

2.0 

3.0 
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項目

フロントフォーク

インナチューブ外径

フロントフォークの空気圧

フロントフォークオイル：

推奨フォークオイル

容量（片側）：

フォーク分解、乾燥後

オイル交換時

オイルレベル

（フォークスプリングなし、圧縮時）

フォークスプリング自由長
― -
リヤショックアブソーバ

ダンパセット

スプリング荷重

ガス

~ 
標準値
二二ニミ

</)37 mm 

大気圧（調整不能）

カワサキ純正フォークオイルGlO号

371土4mL 

約316mL 

インナチュープ上端から104土2mm 

417.9 mm(使用限度409.5mm) 

固定

2段目（全5段）

ガスの封入はなし。



砂ェ具、シーラント,,,,--—-—-~ 
ブオ
‘リンダホルダハンドル：/クソ

57001 
ー183

ォイルノ: —ル＆ベアリングリムーバ ：

57001-1058 

ステアリングステムナットレンチ：

57001-1100 

ペアリングドライバセット：
匂001-1129

ST570183ST C 

ST571051ST C 

ST571100ST C 

5U7JIUST C 

サスペンション 12-7

フォークアウタチューブウェイト：
57001-1218 

フォークオイルシールドライバ：
57001-1219 

フォークオイルレベルゲージ：
57001-1290 

ヘキサゴンレンチHex24: 
57001-1366 

＇ 望

5T571218ST C 

ST571219ST C 

ST571290ST C 

ST571311ST C 
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フロントフォーク

フロントフォークオイルの交換
•フロントフォークを取り外す（フロントフォークの取り外しを参
照）。

•取り外す。
トッププラグ[A]
カラー[BJ
スプリングシート[CJ
フォークスプリング[DJ

• フォークを逆さにし、インナチューブを伸縮させながらオイ
ルを抜く。

•規定のオイルを注入する 。

［フォークオイル］

推奨フォークオイル：

容量（片側） ：

カワサキ純正フォークオイルGlO号

分解組み立て時371土4ml 

オイル交換時約 316ml 

●確認のためオイルレベルを測定する。

要点
0インナチューブを数回上下させ、フォークオイル内のエア
を抜き、オイルレベルを安定させる。

•フォークを一杯に圧縮する。
•フォークオイルレベルゲージ[A] を用い、インナチューブ[BJ
上端から油面までの距離を測る。

特殊工具ーフォークオイルレベルゲージ：57001-1290 

•オイルレベルゲージのストッパ [CJ 下端からパイプ先端まで
の距離[DJをオイルレベルの標準値に合わす。

［オイルレベルー最圧縮時］
標準値： 104土2mm 

•レベルゲージのストッパをインナチューブ上端に置き、ハン
ドルを徐々に引くと、フォーク内の余分なオイルだけがゲー
ジ内に吸入され、標準レベルとなる。

•スプリング [A] は、絞り側 [BJ を下にして挿入する。
•スプリングシートとスペーサ、カラーを取り付ける。
•トッププラグの0リングを点検し、損傷していれば新品と交
換する。

•他のフォークも同様にオイル交換する。
•フォークを取り付ける（フロントフォークの取り付けを参照）。

......... 

-----

6104011BS1 c 

61040127$2 C 

8104012151 C 



~ 
トフォーク
ブロン-------~ 
ブロン
トフォークの取り外し

，取り外す。
ブロントブレーキキャリパ（ブレーキ

虹 ー゚ドメータケーブルとクランプ
の章を参照）

1ロントホイール（ホイール

左アクスルナット
、タイヤの章を参照）

要点
oフォーク分解予定の場合は

をゆめておく。トッププラグはア
、取り外し前にトッププラグ[A]

めてからゆるめる。 ッパ取り付けボルトをゆる

•アッパ取 り 付けボルト [BJ 、ア

める。
ッパ取り付けボルト[CJをゆる

•フォークを左右に回しながら、下へ抜き取る。

フロントフォークの取り付け
•イ汀チューブ上端 [A] をステム ＇ 

突き出して取り付ける。 i 

ヘ外‘‘上面[BJから17mm 

トルクーフロントフォークロア取り付けボルト: 29 Nm (3.0 kgf・m) 

フロントフォークトッププラグ：23 N 111 (2.3 kgf m) 

フロントフォークアッパ取し）付けボルト：20 Nm (2.0 kgfm) 

•フmントフェンダを取り付ける。

・方ンジ[A]が底付きするまで左側ナット[BJをフォークア
ク

スル穴に押し込む。

・左側アクスル取り付けボルト[CJを締める。

トルクーフロントアクスル取り付けポルト：20 N rn (2.0 kgf r
n) 

•取り付ける。
~Iロントホイール（ホイール、タイヤの章を参照）

7ロントブレーキキャリパ（プレーキの章を参照）

△ヽ警告

ヽ,. 一~A、 11'-
rl, 可ニ を妨げないようにする。

サスペンション 12-9
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フロントフォーク
~ 一

フロントフォークの分解

• フォークオイルを排出する（フロントフォークオイルの交換を
参照）。

•アウタチューブをバイスで固定する。
• 特殊工具でシリンダユニット[A]を固定し、 フォークボトムア
レンボルト[BJをアレンレンチで取り外す。

特殊工具ー フォークシリンダホルダハンドル：57001-183[C] 

ヘキサゴンレンチHex24:57001-1366[D] 

• シリンダユニット[A]を取り外す。

•アウタチューブ上端から以下を取り外す。
ダストシール[A]

リテーニングリング[BJ

•アウタチューブウエイト [A] を用い、アウタチューブ [BJ とイ
ンナチューブ[CJを分離する。

要点
0アウタチ

引っ張る。
ューブを圧縮状態から伸び方向に勢い良く数回

特殊工具ー フォークアウタチューブウエイト：57001-1218 

•ガイドブシュ [A] 、ワッシャ [BJ 、 オイルン
チューブと共に外れる。オイルシー

、ール[CJはインナ

する。
ル、ガイドブシュは廃却

•アウタチューブからシリンダベースを抜き取る。

o

e

E

O

D

C

D

 

|
 GI04111BS1 c 

⑥
 

鳴040309S 



ブロントフォーク----~ 
ブロントフォークの組み立

O― 
て

，トップフフクの0リングを点検し

する。 、損傷があれ

、下を新品と交換する
ば新品と交換

•以
ォイルシール

ガイドブシュ（インナ、アウタ）

プオークボトムアレンボルトガスケット
・インナチューブ先端にガイドブ‘

ンュを組み付ける。
・シリンダユニット[A]をインナチ
たシリンダ先端にシリンダベ

ューブ[BJに
ース［ 入れ、底から出

oシリンダベースはテーパ側[DJを上に
CJを組み付け7

3。
ける。 してシリンダに組み付

•インナチューブ、シリンダ
アウタチュープに入れ

ユニット、シリンダベ
、フォークボトムアレ

ースをセットで

ダを固定する。 ンボルトでシリン

oボトムボルトのねじ部にネジロック剤を塗布する。

トルクーフロントフォークボトムアレンボルト
: 29 Nm (3.0 kgf-m) 

特殊工具ーフォークシリンダホルダハ‘バル：57001-183 
ヘキサゴンレンチHex24:57001-1366 

要点
0取り外しと同じ要領で行なう。

•アウタチューブに新品のガイドブシュ [A] を圧入する。
oガイドプシュの合い口 [DJは車の左右に向ける。
o新しいガイドブシュ[A]の上に古いガイドブシュ[BJを置き、
その上から叩き込む。 ' 

特殊工具ーフォークオイルシールドライバ：57001-1219[C] 

[E]: 前後

サスペンション 12-11

↑ 
①『危）

0
8
 6104010251 C 

•ワッシャを組み付け後、オイルシール[A] を圧入する。
0オイルシールのリップに二硫化モリブデングリースを塗布す

る。

特殊工具ー フォークオイルシールドライバ：57001-1219 [BJ 

•リテーニングリングをアウタチューブに取り付ける。
• ダストシールを取り付ける。
•規定のオイルを注入し、取り外した部品を取り付ける（フロン
トフォークオイルの交換を参照）。

口
8● 040145S 1 C 
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